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 要  旨 
近年，日本の総人口に対し 5 人に 1 人が 65 歳以上という超高齢社会を迎え，介護福祉におけ
る様々な問題の解決が急務となっている．その中でも特に重要視されている項目は，介護福祉に
おいて高齢者の健康管理は重要であり，これらを解決するために快食・快眠・快便は必要不可欠
である．高齢者の健康維持を促進するためには，快眠は欠かすことができない．日常生活におけ
る快眠を判定するためには，就寝中の睡眠状態を知る必要があり，就寝中の睡眠状態を知ること
で介護士は，適切な時間に高齢者を介護することができ，介護ケアを受ける高齢者にかかるスト
レスの軽減にも繋がり，より健全な日常生活を営む事を可能にする．これらを実現するために睡
眠段階を推定について研究されているが，寝ている被験者に直接機器を装着する必要があり，実
際の介護施設で使用するには非現実的な方法であるため，完全無拘束での睡眠段階推定が重要な
課題である． 
この問題を解決するために，近年無拘束エアマットレス型生体センサを用いて器具を体に装着
することなく心拍や体動などをモニタリングし得られる生体データから睡眠段階推定を目的にし
た研究が行われている．具体的には，20代男女の被験者データを用いて睡眠段階推定モデルを算
出した．しかし，(1)この推定法は(就寝始めと)起床直前の睡眠段階の判定精度が悪いだけでなく，
(2)全被験者のデータから算出(推定)しているため，人によって異なる判定基準に対応出来ないた
め，高齢者の徘徊ケアにそもそも限界がある． 
そこで，これらの問題を解決するために，本研究ではセンサ付きベッドから得られる心拍と体
動データを基に R&K 法に基づく睡眠段階推定を行い，より実応用可能にすることで，上記の問
題解決を図る．そのために，センサ付きベッドから得られる心拍データと体動データを基に睡眠
段階を推定する手法を提案し，その有効性について実データを基に検証することを目的とする．
この目的達成に向け，本研究では一晩の睡眠における心拍と体動の変化に着目し，学習分類子シ
ステムを改良して，(1)従来研究に比べて完全無拘束状態での睡眠段階推定の精度を2倍向上させ，
(2)全睡眠時間における睡眠段階推定では全ての被験者に対して約5割の睡眠段階推定することを
可能にした．さらに，(3)REM 睡眠期と Non-REM 睡眠期の判定では，推定した睡眠段階は脳波
計から得られる REM睡眠期とNon-REM睡眠期を約 8割推定することが可能であることが明ら
かになった． 
 
